
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
新
し
い
年
の
始
ま
り
。
節
目
の

月
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
皇
居
で
行
わ
れ
る
「
歌

会
始
の
儀
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。
前

年
に
出
さ
れ
た
題
に
即
し
て
、
天

皇
・
皇
族
、
そ
し
て
一
般
応
募
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
歌
が
披
露
さ
れ

る
こ
の
行
事
。
テ
レ
ビ
中
継
や
新

聞
の
報
道
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
歌
会
始
、
起
源
は
鎌
倉
時

代
中
期
に
遡
る
と
さ
れ
、
以
降
、

中
断
さ
れ
た
り
改
変
さ
れ
た
り
し

な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
宮
内
庁
式
部
職
が
事
務
を

取
り
仕
切
っ
て
い
ま
す
が
、
戦
前

は
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
た
、
天
皇

や
皇
族
の
和
歌
に
か
ん
す
る
諸
事

務
を
扱
う
、
御
歌
所
と
い
う
部
局

が
こ
の
責
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
井
上
通
泰
は
明
治
４０
年（
１
９

０
７
）
か
ら
大
正
９
年
（
１
９
２ 

０
）ま
で
、
御
歌
所
の
寄
人
を
務

め
て
い
ま
す
。
一
介
の
眼
科
医
で

あ
っ
た
通
泰
が
、
ど
う
し
て
御
歌

所
寄
人
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
の
か
。
今
回
は
、
歌
人
と
し

て
の
通
泰
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
通
泰
が
作
歌
を
学
び
始
め
た
の

は
、
明
治
１５
年
、
１７
歳
の
頃
。
当

時
、
養
家
の
家
業
で
あ
る
眼
科
医

と
な
る
た
め
に
、
東
京
に
出
て
、

大
学
予
備
門
に
通
っ
て
い
た
通
泰

は
、
同
郷
の
先
輩
に
勧
め
ら
れ
、

こ
ち
ら
も
同
郷
で
、
元
福
本
藩
士

の
國
富
重
比
古
に
入
門
。
國
富
が

転
居
す
る
ま
で
の
１
年
半
、
彼
か

ら
作
歌
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
江
戸
時
代
後
期
の
歌

人
、
香
川
景
樹
に
傾
倒
し
た
通
泰

は
、
彼
の
事
蹟
の
研
究
に
没
頭
。

さ
ら
に
２４
歳
の
頃
に
は
、
香
川
の

門
人
で
桂
園
派
（
香
川
景
樹
を
祖

と
す
る
和
歌
の
門
流
）
の
歌
人
、

松
波
遊
山
か
ら
歌
の
添
削
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
通
泰
が
姫

路
や
岡
山
に
赴
任
し
て
い
た
間
に

も
、
添
削
は
受
け
て
い
た
よ
う
で
、

岡
山
赴
任
中
の
明
治
２９
年
頃
に
は
、

松
波
か
ら
「
も
う
添
削
に
は
及
ば

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。 

　
余
談
で
す
が
、
こ
の
松
波
遊
山

と
い
う
人
物
。
「
柳
田
」
國
男
と

も
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。 

　
國
男
は
通
泰
の
よ
う
に
歌
人
と

し
て
名
を
馳
せ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
生
涯
に
多

く
の
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
國
男

は
松
浦
萩
坪
と
い
う
桂
園
派
の
歌

人
に
師
事
し
、
歌
を
学
び
ま
し
た

が
、
両
者
を
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、

通
泰
の
依
頼
を
受
け
た
松
波
遊
山

で
し
た
。
ま
た
、
國
男
の
柳
田
家

へ
の
養
子
話
も
、
も
と
は
と
い
え

ば
柳
田
家
と
懇
意
に
し
て
い
た
松

波
か
ら
出
た
も
の
。
彼
の
存
在
な

く
し
て
は
、
「
柳
田
國
男
」
は
存

在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
師
よ
り
独
り
立
ち
を
認

め
ら
れ
た
通
泰
は
、
自
ら
も
門
人

を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

南
天
荘
同
人
会
の
前
身
で
あ
る
歌

学
研
究
会
を
起
こ
し
、
歌
書
の
講

釈
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
歌
人
と
し
て
の
通
泰

が
躍
進
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
山
縣
有
朋
と
の
出
会
い
で

し
た
。 

　
明
治
３７
年
。
３９
歳
の
通
泰
は
、

新
聞
「
日
本
」
に
投
稿
さ
れ
る
歌

の
選
者
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

紙
上
に
「
城
南
荘
歌
話
」
と
い
う

歌
論
を
発
表
。
こ
れ
が
山
縣
有
朋

の
目
に
留
ま
り
、
以
降
、
通
泰
は

山
縣
に
歌
の
指
導
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
明
治
３９
年
に
は
、
山

縣
の
内
意
を
受
け
、
森
　
外
や
賀

古
鶴
所
ら
と
と
も
に
、
明
治
時
代

の
新
し
い
歌
風
を
研
究
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
「
常
磐
会
」
を
設

立
。
そ
し
て
明
治
４０
年
に
通
泰
は

御
歌
所
寄
人
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。

在
任
中
は
『
明
治
天
皇
御
集
』
の

編
纂
に
も
従
事
。
大
正
９
年
に
辞

職
し
た
後
も
、
『
昭
憲
皇
太
后
御

集
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、

大
正
１０
年
か
ら
３
年
間
、
歌
会
始

の
点
者
も
務
め
て
い
ま
す
。 

　
当
時
、
御
歌
所
は
桂

園
派
の
歌
人
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
通

泰
は
自
身
を
桂
園
派
と

み
な
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
香
川
景

樹
の
研
究
に
取
り
組
み
、

松
波
遊
山
を
師
と
し
た

こ
と
か
ら
、
世
間
的
に

は
桂
園
派
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
時
の
権
力
者
で
あ
る

山
縣
有
朋
と
昵
懇
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
御
歌
所
寄
人
へ
の
任
命
に
際

し
て
有
利
に
働
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
と
は
い
え
、
生
半
可
な
実
力

で
務
ま
る
役
職
で
は
な
く
、
医
業

や
歴
史
の
研
究
に
も
取
り
組
み
な

が
ら
、
御
歌
所
寄
人
と
し
て
活
躍

し
た
通
泰
の
才
能
と
努
力
は
、
十

分
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
し

ょ
う
。 

　
最
後
に
、
通
泰
の
歌
を
一
首
、

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
昭
和
１０
年
に

「
元
旦
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た

歌
で
す
。 

      

　
こ
の
１
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て

良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

歌
人
と
し
て
の
井
上
通
泰 

第１６話 

さ
か
の
ぼ お

う
た
ど
こ
ろ 

み
ち
や
す 

は 

し
ゅ
う
へ
い 

な
ん
て
ん
そ
う 

や
ま
が
た
あ
り
と
も 

じ
ょ
う
な
ん
そ
う
か
わ 

じ
っ
こ
ん 

か 

し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い
ご
う 

こ
つ
る
ど

 

よ
り
ゅ
う
ど 

く
に
と
み
し
げ
ひ
こ

 

か
げ
き 

け
い
お
ん
は 

ま
つ
な
み
ゆ
さ
ん 

く
な
い
ち
ょ
う
し
き
ぶ
し
ょ
く 

井上通泰と松波遊山（個人蔵） 

１１ 



　フェルトを貼り合わせるだけでおいしそうなケ

ーキのできあがり！！おひさまらんどで遊びながら、

おもちゃ作りを楽しみませんか？ 

日　時　２月２３日（火）・２月２４日（水） 

　　　　各日とも１０：００～１１：３０ 

対　象　未就園の子ども 

　　　　とその保護者 

定　員　各日とも１０組 

　　　　（先着順） 

申込先　おひさまらんど 

※２/１（月）から受付けます。 

日　時　１月１９日（火）　１０：００～１１：３０ 

場　所　文化センター　１階　和室 

おやつ　黒米いりもっちりおはぎ、もちむぎ茶 

申込先　ともだちひろば　１月１５日（金）締切 

☆食べ物アレルギーのある方は申込時にお知らせ

下さい。 

☆おやつ代として１人５０円が必要です。 

☆同じ部屋で託児をします。 

おうちでゆっくりほっこり子どもと過ごすには？ 
～おうちCafeのススメ～ 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１月１９日（火）・２月１６日（火） 
文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

おんがくあそびの会【ドレミ】 

１月１４日（木）１０：００～１１：００　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、

身体遊びなどを楽しみます。 
 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 

２月４日（木）１０：００～１０：４０ 

　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターな

どを通して、ことばやおはなしの世界を広げましょう。 

・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

日　時　２月１０日（水）１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場　所　エルデホール　メインホール 
出　演　NPO法人「音楽の家」松浦律夫さん　ほか 
　楽器が奏でる美しい音色は、聴く人のこころと
からだを優しく包み込み、おだや 
かな気持ちにしてくれます。そん 
な温かいコンサートを親子で楽し 
みませんか？ 
・問い合わせ先はともだちひろばへ。 
　申込は不要です。 

１２ 

　抱くという字は“手で包む”と書きますね。 
　大きくて温かな大人の心が、子どもの心をま
るごと包むということではないでしょうか？ 
　忙しい手をちょっとだけと
めて、子どもに両手を広げて
みてください。満面の笑顔に
しあわせを感じる事ができま
すよ。 

音楽付き　えほんのよみきかせとミニコンサート 
～てぶくろ～ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１６
日（
火
） 

　
　
３
月
１５
日（
火
） 

　
　
３
月
３１
日（
木
） 

　
　
４
月
１９
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
４
月
中
の
利
用
は
２
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館
し

て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

「
ひ
と
り
親
就
労
サ
ポ
ー
ト
」

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
の
職
員
が

神
崎
郡
内
に
在
住
の
ひ
と
り
親
の

方（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
）

を
対
象
に
巡
回
就
労
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
就
職
希
望
の
方
、
転
職

希
望
の
方
、
働
く
こ
と
に
不
安
が

あ
る
方
な
ど
の
就
労
相
談
を
行
い

ま
す
。 

日
時
　
２
月
１８
日（
木
） 

　
　
　
１０
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

※
事
前
予
約
制（
１
人
６０
分
程
度
） 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
２
階 

内
容
　
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、

書
類
の
作
成
指
導
、
面
接
の
受

け
方
、
求
人
情
報
の
提
供
な
ど 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
　
職
業
相
談

部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
１ 

担
当
　
冨
井
・
上
野 

 「
中
播
磨
北
エ
リ
ア
就
職
面
接

会
」
開
催 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
で
は
企
業

と
求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会
を
中
播
磨
地
区
商
工
会
連

絡
協
議
会
（
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
・
姫
路
市
の
商
工
会
で
構 

成
）
と
連
携
し
て
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
１
月
２２
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

会
場
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

内
容
　
神
崎
郡
、
姫
路
市
（
香
寺

町
・
夢
前
町
）
内
の
事
業
所
と

求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会 

対
象
　
平
成
２８
年
３
月
学
校
卒
業

予
定
者
を
含
む
求
職
活
動
中
の

方
（
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
除

く
） 

※
参
加
事
業
所
等
は
兵
庫
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

http://hyog
o-roudoukyoku. 

jsite.m
hlw
.g
o.jp/ 

問
い
合
わ
せ
先 

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

　
企
画
情
報
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
７
８
５ 

○
福
崎
町
商
工
会 

　
２２
・
０
５
５
８ 

 「
姫
路
地
域
障
が
い
者
雇
用
促

進
の
つ
ど
い
〜
就
職
面
接
相

談
会
」
開
催 

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
合

同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
５
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

場
所
　
姫
路
市
自
治
福
祉
会
館 

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
ま
で 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
５ 

 

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
学
院
生
募
集（
第
２
回
募
集
） 

　
兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専

門
学
院
で
は
、
平
成
２８
年
４
月
入

校
の
学
院
生
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
者
　
身
体
等
に
障
が
い
の
あ

る
求
職
者
等
（
所
定
の
条
件
を

満
た
す
方
） 

募
集
科
目 

・
も
の
づ
く
り
科 

・
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科 

・
情
報
サ
ー
ビ
ス
科 

訓
練
期
間
　
１
年
間 

受
付
期
間
　
２
月
１０
日（
水
）ま
で 

選
考
日
　
　
２
月
１８
日（
木
） 

応
募
方
法
　
必
ず
公
共
職
業
安
定

所
で
ご
相
談
の
う
え
、
応
募
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院 

　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

http://w
w
w
.sg
i.ac.jp/ 

 

中
播
磨
防
災
講
座
の
お
知
ら
せ 

日
時
　
１
月
１７
日（
日
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

場
所
　
福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

内
容 

第
１
部
　
最
新
動
向
「
災
害
時
へ

の
備
え
と
心
構
え
に
つ
い
て
　

〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
方

法
〜
」 

第
２
部
　
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
も

大
丈
夫
！
モ
ト
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

に
よ
る
災
害
支
援 

問
い
合
わ
せ
先
　（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）
コ
ム
サ
ロ
ン
２１ 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
８
８
０
３ 

（
電
話
は
平
日
１０
時
〜
１８
時
） 

お知らせ 

information

１３ 

　
福
崎
町
「
な
っ
得
商
品
券
」

は
、
町
内
の
経
済
活
性
化
・

消
費
拡
大
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
は
、
平
成
２８
年
１

月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効

と
な
り
、
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
１
月
３１
日
ま
で
に

福
崎
町
内
の
な
っ
得
商
品
券

加
盟
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
商
品
券
の
払
戻
し
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
福
崎
町
商
工
会
ま
で 

　
２２
・
０
５
５
８ 

福
崎
町
「
な
っ
得
商
品
券
」 

有
効
期
限
は
１
月
末
ま
で
！ 

　農業所得申告の「個別相
談会」は行いません。 
　２月１５日から３月１５日ま
での確定申告・住民税申告
相談会の際に、まとめて受
付をします。 
　このため、申告会場は混
雑が予想されます。農業所
得の経費については、事前
に項目ごとに集計してくだ
さいますよう、ご協力をお
願いします。 
問い合わせ先 
　税務課　住民税係 

　（内線３４４・３４５） 

「農業所得申告」 
についてお願い 

 



「
遊
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

参
加
者
募
集
！！ 

　
寒
い
季
節
、
家
を
飛
び
出
し 

色
々
な
遊
び
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
１
月
２３
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

種
目 

○
コ
マ
回
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会

（
親
子
の
部
・
子
ど
も
男
子
の

部
・
女
子
の
部
） 

○
フ
ャ
ミ
リ
ー
体
力
測
定 

○
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
コ
マ
回

し
・
羽
根
つ
き
体
験 

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
！ 

参
加
方
法 

○
コ
マ
回
し
タ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会

は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

（
電
話
予
約
可
）
９
時
３０
分
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
そ
の
他
体
験
・
挑
戦
の
種
目
は
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
随
時

参
加
で
き
ま
す
。 

対
象
　
小
学
生
以
下 

※
２
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保

護
者
と
お
越
し
く
だ
さ
い 

服
装
　
運
動
し
や
す
い
服
・
上
靴
・

タ
オ
ル
・
飲
物
等 

参
加
料
　
無
料 

そ
の
他
　
大
会
参
加
者
コ
マ
の
予

備
は
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
な

る
べ
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●
詳
し
く
は
第
１
体
育
館
（
　
２２

・
１
１
５
３
）
へ
。 

清
楚
な
る
茶
の
花
垣
や
母
の
里 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 
独
り
居
の
静
寂
の
庭
に
石
蕗
さ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

観
覧
車
み
わ
た
す
町
の
小
春
空 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

山
茶
花
咲
く
寺
で
尼
僧
の
法
話
聴

く
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

深
々
と
眠
る
児
の
背
に
小
春
の
陽 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

白
山
茶
花
音
な
く
流
る
溝
へ
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

山
寺
の
露
座
の
地
蔵
に
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

白
山
茶
花
月
の
夜
道
に
は
ら
り
散

る
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

大
山
の
裾
野
に
迫
る
時
雨
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

古
民
家
の
山
茶
花
垣
根
花
咲
き
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

良
き
便
り
届
き
し
今
日
の
小
春
か

な
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

冬
初
め
淡
き
陽
に
笑
む
磨
崖
仏 

　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

山
茶
花
の
散
り
を
早
め
る
風
が
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

目
が
覚
め
て
夜
半
に
時
雨
の
音
を

聴
く
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

小
春
の
日
笑
む
母
と
児
の
糸
電
話 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

初
時
雨
迎
え
待
つ
人
混
む
駅
舎 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

柔
ら
か
き
土
へ
落
花
の
姫
椿 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

嫋
や
か
な
黄
金
垂
り
穂
を
揺
り
に
つ
つ
東
南
風
ひ
と

と
き
吹
き
渡
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

鯖
鮨
を
木
箱
に
押
し
き
そ
の
母
は
居
ま
せ
ず
ひ
た
す

ら
遠
き
日
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

鳴
き
あ
か
し
一
生
終
え
た
る
熊
蝉
の
た
た
め
る
足
を

濡
ら
す
秋
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

ゴ
ー
ヤ
蔓
取
り
拂
う
窓
に
仰
ぎ
見
る
真
澄
の
空
に
雲

流
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

癌
封
じ
の
お
守
り
頂
く
無
量
寺
は
懐
か
し
き
故
郷
の

寺
と
同
じ
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

声
・
姿
み
せ
ぬ
此
の
頃
の
蚊
と
言
ひ
て
己
が
耳
目
の

疎
き
を
知
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

陽
の
沈
む
襟
裳
岬
の
灯
台
に
沖
よ
り
つ
づ
く
白
浪
た

か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

い
く
た
び
も
試
め
し
て
と
ま
る
赤
と
ん
ぼ
棚
田
稲
穂

に
微
風
渡
り
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

朝
露
を
浴
び
て
あ
ま
た
の
蜘
蛛
の
巣
が
稲
田
を
飾
る

水
玉
模
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

大
天
守
よ
り
見
下
ろ
す
姫
路
穏
や
か
で
屋
根
の
瓦
は

白
く
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

雨
上
り
塀
に
蝸
牛
の
這
い
お
り
て
口
遊
む
な
り
童
謡

ひ
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

夕
凪
の
刈
田
の
畦
に
跳
ぶ
蝗
捕
え
ん
と
し
て
脚
の
縺

る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

た
お 

じ
も
く 

か
ぎ
ゅ
う 

い
な
ご 

も
つ 

ひ
と
よ 

く
が
ね 

い
　
な
　
さ 

つ
　
わ 

俳

句

会 

短

歌

会 

１４ 

ス
ポ
ー
ツ 

平成２７年１２月１日から改正されました。 

問い合わせ先　兵庫労働局　労働基準部　賃金課 
　　　　　　　　 ０７８－３６７－９１５４　FAX ０７８－３６７－９１６５ 

特定（産業別）最低賃金　改正 特定（産業別）最低賃金　改正 特定（産業別）最低賃金　改正 

特定（産業別）最低賃金の適用業種 

繊維工業（※） 

塗料製造業 

鉄鋼業 

はん用機械器具製造業、生産用機械器具製造業、
業務用機械器具製造業 

電子部品・デバイス・電子回路製造業、電気機
械器具製造業、情報通信機械器具製造業 

輸送用機械器具製造業 

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械
器具製造業 

各種商品小売業（※） 

自動車小売業 

時間額 

８００円 

９０６円 

８９０円 

８７２円 
 

８３０円 
 

９０４円 

８３２円 
 

７９７円 

８４０円 

兵庫県最低賃金 
時間額 
７９４円 

平成２７年１０月１日発効 

※各種商品小売業については平成２７年１０月１日から平成２８年
１月３１日まで、繊維工業については平成２７年１０月１日から
平成２８年２月２９日まで兵庫県最低賃金が適用されます。 


